












り
諒
昌
杯
を
賜
ふ
。
拝
謝
し
て
日
く
「
無
上
の
光
柴
、

永
く
子
孫
に
惇
ふ
く
し
」
と
。
先
生
、
郷
黛
薫
化
に

力
を
い
た
す
こ
と
五
十
数
年
、
稀
に
翻
る
在
野
の
遺

賢
た
り
き
。
こ
の
人
、
既
に
亡
し
美
。
鳴
呼
、
呼
、

悲
し
い
か
な
、
悲
し
い
か
な
。

先
生
、
容
貌
端
麗
、
眉
秀
で
、
眼
に
威
と
愛
を
湛

ふ
。
宛
と
し
て
、
明
月
の
秋
嶺
を
照
ら
す
が
如
し
、

週
間
一
日
の
請
書
日
を
定
め
、
職
し
く
書
粥
に
篭
も

り
し
と
聞
く
。
雅
趣
覗
へ
て
追
崇
禁
ず
る
能
は
ず
。

そ
の
、
票
性
、
沈
毅
亜
厚
、
言
出
で
て
行
必
ら
ず
伴

ふ
。
連
年
、
予
の
亡
父
翠
軒
の
命
日
に
は
来
邸
墓
参

せ
ら
れ
し
は
、
予
の
感
謝
措
く
能
は
ざ
り
し
と
こ
ろ
、

勢

け
だ
し
、
先
生
健
康
無
比
に
し
て
よ
く
果
た
せ
じ
な

り
。
期
し
て
、
百
歳
の
長
毒
を
疑
は
ざ
り
し
に
、
あ

ふ
誰
か
、
先
生
連
く
も
去
っ
て
残
す
と
謂
は
ん
や
。

そ
れ
、
金
子
郷
は
、
背
に
加
治
嶺
を
負
ひ
、
灰
か

に
狭
山
丘
陵
を
の
ぞ
む
風
光
明
妬
の
地
、
先
生
蹄
幽

せ
ら
る
と
い
へ
ど
も
、
遺
徳
は
こ
こ
に
と
ど
ま
り
、

邸
後
を
ゆ
く
河
謹
と
と
も
嶋
と
こ
し
へ
に
消
ゆ
る

日
無
け
ん
。
予
、
才
薄
く
、
誰
乏
し
。
こ
こ
ろ
ざ
し

前
賢
を
追
う
て
道
窮
ま
ら
ず
、
賓
髪
い
た
づ
ら
に
白

営
を
加
ふ
る
の
み
。
心
肝
塞
ぐ
、
現
任
、
そ
の
寄
託

に
堪
へ
ざ
ら
ん
と
す
。
諸
ふ
、
先
生
、
英
霊
を
垂
れ

て
、
支
含
隆
昌
、
道
義
立
国
に
加
護
あ
ら
ん
こ
と

を
。

尚
は
く
ば
、
来
た
り
享
け
よ
・

昭
和
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日

溌
蕊
騨
謹
舞
繍
幽
電
籍

×

二
月
二
十
五
日
、
二
八
四
回
常
含
、
茶
舗
に
一
時

半
よ
り
。

朝
か
ら
豪
雨
、
花
を
催
す
の
そ
れ
と
し
て
は
、
寒

く
、
激
し
き
に
過
ぎ
た
。
鈴
木
栖
開
氏
よ
り
、
松
崎

師
、
今
回
、
讃
岐
へ
婦
省
の
悲
壮
な
る
決
心
を
語
る

や
、
一
座
し
ん
み
り
、
寂
と
し
て
聾
な
し
。
さ
す
が

乃
木
、
白
川
、
松
井
三
将
軍
に
仕
へ
Ｌ
だ
け
に
、
吐

の
で
き
し
を
領
く
。
五
時
閉
含
、
過
ぐ
る
と
と
十
分

封
談
中
の
諸
井
宗
平
氏
、
突
然
卒
倒
、
脈
揮
絶
え
、

呼
吸
無
し
、
忽
涛
と
し
て
逝
く
。
露
の
世
と
人
‐
は
云

へ
れ
ど
さ
り
な
が
ら
・
・
…
・
・

二
七
日
、
先
埜
の
域
に
透
る
。
支
含
長
、
抜
井
副

支
酋
長
、
西
津
評
議
員
へ
繁
田
く
ら
子
先
生
等
愈
葬

り

せ
り
。

弔
詞

日
本
弘
道
含
豊
岡
支
含
評
議
員
諸
井
宗
平
氏
、
突

然
急
逝
せ
ら
る
。
然
り
、
事
、
像
り
に
も
不
意
に
出

で
驚
樗
措
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
。
身
職
の
き
、
眼
に

は
沼
を
浮
か
べ
て
、
恭
し
く
、
鼓
に
弔
詞
を
呈
す
。

氏
、
天
性
聴
明
瞳
華
、
葱
蓄
深
く
識
見
卓
越
す
。

少
壮
、
黒
須
銀
行
に
動
む
。
鞍
掌
法
あ
り
、
運
管
宜

し
き
に
適
ふ
。
抜
擢
を
う
け
、
入
間
川
・
川
越
雨
支

店
に
支
配
人
歴
任
、
佳
績
畢
が
る
。
夙
に
人
心
の
軽

挑
、
世
道
の
頑
屡
を
憂
ひ
、
慨
然
、
弘
道
首
に
入
り

含
組
の
著
書
を
治
く
渉
撤
し
て
臼
く
「
事
業
の
振
起

は
道
徳
に
侯
つ
。
道
徳
の
培
養
は
経
済
の
充
賓
に
あ

り
」
と
。
任
を
幹
事
に
帯
び
て
は
倉
勢
披
張
に
専
念

し
、
出
納
を
積
善
含
に
櫓
つ
て
は
支
含
の
基
礎
安
定

を
意
仙
し
、
豊
岡
大
畢
の
開
誰
に
僻
り
て
は
膳
裡
奔

捧
し
、
い
づ
れ
も
、
席
暖
ま
ざ
る
な
り
。
或
は
力
を

産
業
に
注
ぎ
て
郷
黛
を
利
し
、
或
は
議
席
を
町
含
に

置
き
て
町
勢
の
伸
展
を
間
る
等
、
心
田
開
装
、
文
化

向
上
に
壷
く
せ
し
功
績
に
い
た
り
て
は
、
薦
ん
ぞ
僅

指
に
逢
あ
ら
ん
や
。
灰
か
に
聞
く
、
亡
父
翠
軒
、
易

笠
に
先
だ
っ
こ
と
二
ヶ
月
、
氏
を
枕
頭
に
招
き
、
托

す
る
に
私
家
公
事
の
二
つ
を
も
っ
て
せ
り
と
。
信
頼

の
深
き
見
る
べ
き
な
り
。
氏
の
生
涯
を
賞
き
て
瀧
ら

ざ
る
信
念
は
、
弘
道
報
図
の
四
字
な
り
き
。
世
に
は

一
名
い
た
づ
ら
に
高
く
琴
き
て
峯
も
征
含
の
進
歩
に
寄

奥
せ
ざ
る
者
あ
り
、
ま
た
、
名
繊
か
に
一
郷
に
限
ら

る
る
も
尚
ほ
国
家
の
興
隆
に
貢
献
す
る
者
あ
り
。
氏

の
後
型
の
人
た
る
、
固
よ
り
論
な
き
と
こ
ろ
。

氏
は
、
知
命
以
後
、
常
含
出
席
十
又
八
年
、
透
徹

せ
る
識
見
、
穏
健
な
る
人
柄
は
、
よ
く
共
鳴
を
得
た
Ｉ

り
。
戦
後
、
道
義
の
権
威
地
に
墜
つ
る
見
て
は
、
首
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祁
の
Ｈ
本
近
徳
諭
を
推
境
１
そ
止
ま
ず
、
詐
を
、
後

進
を
誘
披
す
る
こ
と
愈
々
鯖
か
り
し
。
二
五
円
午
後

五
時
、
二
八
四
回
常
含
川
づ
。
睦
く
に
雁
ず
れ
ば
、

談
は
偶
々
予
の
曾
祁
父
池
弦
雄
つ
る
と
こ
ろ
の
無
鍍

瀬
普
堂
修
葺
の
こ
と
に
及
ぶ
。
Ⅲ
十
分
、
突
然
卒
倒

し
て
、
遂
に
起
た
ず
。
哀
傷
、
そ
も
何
ん
に
か
峨
へ

ん
。
氏
や
、
通
に
祇
営
、
逆
に
殉
ぜ
し
と
い
は
ぱ
、

そ
の
所
期
に
庶
幾
か
ら
ん
か
。

近
年
、
砿
畢
、
英
才
、
大
器
等
、
互
韮
頻
り
に
硯

ち
て
、
女
竹
柳
か
落
莫
を
感
ず
。
陣
拝
を
Ｗ
砿
し
て

そ
の
通
志
に
鯉
ふ
る
を
Ⅲ
く
矢
ふ
。
糞
く
ぱ
収
世
ら

れ
ん
こ
と
を
。

昭
和
二
十
六
年
二
月
二
七
冊

蜘
榊
秘
珂
輔
殿
柳
睡
蝿
窪
繁
川
武
平

×

○
正
祝
〔
括
弧
内
は
拠
り
〕

七
・
八
月
雛
、
繁
川
家
は
茶
業
〔
葉
〕
に
。

十
一
・
二
月
雛
、
た
く
〔
ゆ
〕
帝
ず
飾
ら
ず
。

一
・
二
月
雛
、
肢
〔
嘘
）
く
は
。

○
千
葵
騨
東
部
支
酋
報
告

昭
和
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日
抑
代
村
小
畢
校
に

於
て
禰
支
含
絶
命
北
に
講
波
命
を
州
催
す
、
午
前
十

一
時
よ
り
総
肯
を
附
き
、
商
木
支
首
長
よ
り
昨
年
秋

季
縄
命
後
に
於
け
る
主
な
る
事
業
並
に
含
務
に
就
て

現にヌH'上岡共販あなili)典大演-Dfl川午のにの
次お畢条にののはり・紺りのへい迦先‘命午町前淡就報

聯織り糊:淵‘:繊蕊離騨捌番激上た端、、拶時て稗り意り

百命年那倫謝蕊紺合村代御りを平文の三州をて兄、
猫を十鍵］:''1意粂にな、村話、燕妨化後十惟7m¥'m鈴
lilJ－粁壌をを就り寺lこし術るなの誰分のし称陳木
曾き月を命表期て琶烏はを本はる剛IWよ磯たをあ刑
長命一'1‐打のすぜ、、の、せ称オし冊と束りたりlM1り支

・ら和前刑姉ら主、常「It〈識な、ぢ、命

刷脹稚t継紬：澱雛縄’雌緬辻だ、

判一め束丸努ばり士帝無Illにを摸大を季や貝平
郎、太と力せ波のfFか光多リ｜倣畢州のかのJ1l1
抑溌冊すにら遥誰向リノk大川と教〈綿な希JIf
士足-ﾉfる封オし詐演のしにのせ反授、命る望よ
、し排冊し、縦《，純はば感ら行大女は懇ノヒり
評た教本て本貝あ宙世、刺オしと杉含小I淡怠称
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Ⅲ
十
流
布
の
う
ち
に
本
命
員
大
杉
誠
一
、
勝
部
腫
握

剛
氏
が
就
任
し
た
。
事
務
所
は
東
大
丈
畢
部
倫
皿
畢

研
究
宗
。
「
丁
間
倫
理
」
な
き
あ
と
本
命
の
活
動
は
期

待
雪
れ
て
い
る
。

堀
川
曾
長
逝
去
さ
る

昨
年
十
月
以
来
お
茶
水
順
天
堂

病
院
に
入
院
さ
れ
、
御
病
無
療
養

中
の
堀
田
禽
長
に
は
、
三
月
十
六

日
午
前
四
時
半
、
俄
に
病
革
ｊ
、

遂
に
逝
去
さ
る
・
唯
冷
哀
悼
に
堪

へ
な
い
。
享
年
六
十
有
三
歳
、
病

名
は
Ｗ
癌
と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
。

三
月
十
八
日
自
邸
に
て
告
別
式
暴

行
、
遺
竹
は
翌
日
佐
倉
に
移
さ
れ

た
ｏ
と
り
あ
へ
ず
こ
Ｌ
に
命
告
し

て
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

プ
ｏ
Ｏ

’
D

Ⅱ

（33）

1



一一

’ ｉ会同牛
口

○
日
本
弘
道
禽
第
四
十
九
回
定
期

線
含
冷
告

一
、
Ｈ
時
飛
緬
に
崎
六
年
四
川
廿
九
日
〔
日
〕

一
、
崎
所
東
京
都
千
代
田
随
西
紳
田
二
ノ
ー

日
木
弘
道
曾
館

、
祭
事

○
本
曾
故
脈
刑
禽
長
施
物
他
曾
員
年
祭

（
筆
牽
峰
建
掘
惟
樗
嘩
耽
表
祭
文
、
曹
長
、
遺
族
、

ｎ
妻
昌
祇
賀
式

心
酔
函
雌
紬
雛
湖
錨
峨
崎
畢
斌
識
駄
者
代
表
答
酢
）

、
定
期
穂
含

Ｏ
昭
和
三
十
派
年
度
決
算
報
好

Ｏ
昭
和
言
十
六
年
度
懲
卯
報
併

○
昭
和
二
十
派
年
度
塀
業
報
岱

口
霊
食
〔
鱗
営
を
呈
す
〕

○
記
念
誰
波
〔
午
後
一
時
半
〕

新
興
宗
敦
の
一
般
に
つ
い
て

○
曾
員
感
想
交
換
文
堅
陣
士
渡
遥
楳
雄
氏

○
泊
翁
先
生
墓
参
〔
午
後
三
時
牛
）

（
文
京
随
駒
込
林
町
養
源
寺
〕

霜
篭
鰻
総
礎
潔
簿
噸
繍
鯉

岬
錨
雑
門
川
二
十
五
日
迄
に
御
通
知
を
御
願
ひ
致

昭
和
二
十
六
年
四
月

“
蝿
日
本
弘
道
曾

錘
鋤
雨
卵
皿
《
端
附
》
噸
畦
“
祇
唖
嘩
砕

|流石

野坂

理義

八平

’

糧
輯
後
記

○
陽
春
花
の
四
月
を
迎
へ
て
、
鼓
に
枠
聯
逝
徳
教
育

雛
を
御
送
り
致
し
ま
す
。
御
承
知
の
や
う
に
、
維
戦

後
の
新
ら
し
い
畢
校
教
育
の
中
に
は
迩
徳
救
育
が
側

由
と
民
主
の
名
の
下
に
無
腿
さ
れ
て
牌
た
と
い
へ
煮

す
。
何
事
も
改
革
の
際
は
こ
れ
叢
で
の
こ
と
と
云
ふ

も
の
は
そ
れ
が
蕪
悪
を
恩
ふ
以
上
に
先
づ
雌
は
れ
る

も
の
で
、
極
端
に
新
ら
し
い
こ
と
に
と
人
心
が
走
り

た
が
る
も
の
で
す
。
自
川
と
民
主
の
名
の
魅
力
は
、

遂
に
迩
徳
教
育
を
一
の
束
緋
と
し
、
蕉
弊
と
し
、
、
〈

放
任
し
一
Ｌ
自
畳
を
促
す
と
い
っ
た
無
責
任
な
教
育
に

な
っ
た
伽
が
あ
り
斎
し
た
。
併
し
人
心
の
落
清
は
、

そ
の
結
果
を
見
て
膜
け
教
育
と
い
ふ
こ
と
の
必
要
が

遡
々
と
世
論
と
な
っ
て
来
て
、
逢
に
祇
命
科
を
中
心

に
、
桑
科
目
Ｅ
Ｒ
－
っ
て
迩
徳
教
育
を
施
す
と
い
ふ
所

へ
来
ま
し
た
。
こ
上
に
来
て
、
現
変
の
川
迦
と
し
て

民
主
教
育
の
下
に
於
け
る
迩
徳
教
育
と
い
ふ
も
の
は

如
何
に
す
べ
き
か
、
ど
う
い
ふ
意
我
の
も
の
か
、
そ

し
て
将
来
ど
う
い
ふ
風
に
す
寺
へ
き
か
の
指
針
を
愈
Ｒ

必
要
と
す
る
時
と
な
り
玄
し
た
。
本
雅
は
倫
皿
界
の

大
家
方
の
諸
先
生
を
膜
は
し
て
、
こ
の
こ
と
の
脚
畳

と
折
導
に
笠
す
べ
く
、
緬
枇
し
た
課
で
あ
り
ま
す
、

家
庭
の
親
達
、
畢
校
で
そ
の
任
に
あ
る
人
々
の
多
大

な
御
参
考
に
な
る
こ
と
を
信
じ
、
こ
上
に
御
執
筆
の

諸
先
生
方
に
厚
く
御
職
を
巾
上
げ
ま
す
。

○
日
下
川
紙
の
不
足
と
装
騰
で
、
雑
誌
の
純
符
は
容

易
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
特
滞
景
無
の
影
騨
嘆
一

般
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
不
安
を
典
へ
て
居
り
叢
す
。

世
界
の
平
和
、
日
本
の
誰
和
の
問
題
と
共
に
経
済
の

面
で
も
人
心
の
安
定
が
切
に
望
玄
れ
ま
す
。

○
定
期
納
命
は
別
項
の
皿
り
で
す
、
振
一
Ｌ
御
来
命
を

お
待
ち
し
て
居
り
玄
す
。

’
一

一

昭
和
二
十
六
年
阿
月
一
日
壷
行
一

噸
東
郷
千
代
蝿
噸
鯉
一
三

東
京
都
千
代
田
随
抑
田
神
保
町
一
ニ
ノ
十
一

春
山
治
部
左
衛
門
一

癖
魂
廻
日
本
弘
道
曾
一

東
京
都
千
代
田
瞳
抑
田
神
保
町
三
ノ
十

印
刷
所
（
墓
発
言
奨
立
社
印
刷
所

東
京
都
千
代
田
歴
西
祁
田
二
ノ
ー

振
替
口
座
東
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